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［会長挨拶］石橋 久充会長 

関東地方も梅雨入りしましたね。 

幸手では 6 日土曜日から「あじさい 

まつり」が始まりました。 

facebook にポスター画像をアップし 

て呼びかけたところ、保険代理店 

研修時代の先輩で行田市の方が早 

速権現堂公園を訪れて画像をいっぱいアップしていまし

た。ちょっとだけ幸手の宣伝の役に立ったかもしれませ

ん。権現堂公園は桜と菜の花が有名ですが、紫陽花の

他、秋には曼珠沙華、冬には水仙も楽しめるそうです。

圏央道も出来てこれから益々観光客なども来てくれると

いいですね！ 

今日は越谷北 RC から並木勇一様にお越しいただいて

います。被災地への支援などのお話が聴けると楽しみ

にしています。 

ネパールの震災復興支援もまだまだ足りませんが、マレ

ーシアでも地震が発生して被害が出ています。ロータリ

ーに入って国際奉仕や米山記念奨学生に関わってきて

から海外での災害にも関心が高くなりました。卓話に来

てくれた奨学生などの実家や家族は無事だろうかとか気

にかけるようになりました。まだロータリー歴も浅い私で

すが今月で会長職が終わってもロータリアンの端くれと  

して色々な社会貢献などもしていきたいと思います。 

 

[幹事報告] 大橋 秀樹幹事 

☆第１回幸手市民まつり 

実行委員会のお知らせ 

 

 

 

 

 

［本日の例会］ 

株式会社budscene 代表取締役  

並木勇一様（越谷北ＲＣ） 

 皆様、こんばんは。越谷北ロー 

タリークラブの並木と申します。 

本日は、このような素敵な時間を 

頂き、大橋さんを始め幸手中央 

ＲＣの皆様に感謝申し上げます。 

私は、被災地に移動映画館を届けるというプロジェクト

をやらせて頂いております。本日はその話を少しさせて

頂いて、あとは、ホームシアターというものがどんなもの

かということを簡易的にお伝えできればと思いますので

どうぞ宜しくお願い致します。 

私は元々２７歳まで音楽をやっていました。ビジュアル

バンドでお仕事をさせて頂いておりました。例えば、アイ

ドルのバックバンドをやったり、インディーズのアルバム

を出して少しお小遣いを頂いたりしておりました。一番面

白かったお仕事は、豊島園でぬいぐるみを着てバンドを

やるといったぬいぐるみバンドのお仕事でした。その後

に就職したのが板金加工業でした。芽吹工業株式会社

に入社して、ステンレスやアルミなどを曲げ物加工をして

溶接して仕上げるといったお仕事でした。工場長取締役

まで役職を上げさせていただいたのですが、エンドユー

ザーさんの顔が見えない仕事というものを続けて行こう

と考えた時に、自分の将来性を感じられなくなり、その会

社の中で、防音室を売るといった仕事を一から立ち上げ

させて頂きました。普通の町工場の中で急にベンチャー

のような仕事をさせて頂いて、運よく雑誌とかに取り上げ
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られることによって、いくつかホームシアターのお客様だ

ったり、ピアノ教室の先生たちからご依頼を頂くようにな

り、売上を伸ばしていきました。そして、７年前に独立し

てその仕事一本でやっていこうと思い、現在の badscean

という会社を立ち上げさせて頂きました。 

我々は、ホームシアターや防音室というものを販売さ

せて頂いていましたが、2011 年１月の仕事始めの時に

スタッフに対して、我々の仕事で社会貢献が出来ること

はないかなと話をして、移動映画館の話をちょうど１月に

しました。その時は、やればできると思っていて、いろい

ろと準備を進めていたのですが、コンテンツを借りるとい

うことが、映画自体興業というもので行われているので、

そんなに簡易ではなく、老人ホームに行って映画上映し

たい、児童養護施設に行って上映したいといっても、基

本的には許可は一切もらえなかったです。我々の周りに

協力して下さる方がいらっしゃらなかったので、もしかし

たらもうできないのかなという形で 1 月の宣言したことが

尻すぼみになっていった感じでした。 

そんな中、3月11日に東日本大震災が起きて、その日

は茨城のほうに大工さんを 4 人派遣していて、地震が起

こり、大工さんも帰れないし、電話も繋がらないしといっ

た状況でした。大工さんたちの帰りを待ちながら、テレビ

で惨状を見ているうちに、自分たちで何かできないかな

という気持ちが沸々と湧いてきました。 

越谷は計画停電が集中して行われた場所で、震災後

1 週間はほとんどお仕事出来る状態ではなかったです。

その時に、被災地での無料映画鑑賞会の開催を行うた

めのプロジェクトの企画書を作成しておりました。 

以前からホームシアターを利用した社会貢献に意識

があり、震災後即何かに背中を押されるような感覚で準

備を開始しました。何のノウハウも持ち合わせていませ

んでしたが、ハリウッドの映画会社 6 社にその企画書を

送りました。何度も送りましたが、なかなか取り合ってい

ただけなかったです。 

3 月25 日にその中の一社から連絡があり、コンテンツ

をお借りすることが出来ることになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 世紀フォックスさんからコンテンツ 7 本をお借りするこ

とができ、被災地へ移動映画館を届けることが出来まし

た。色々な会場で開催させて頂くうちに、多くの仲間が出

来てきました。映画のプロデュサーだったり、監督さんだ

ったり、20 世紀フォックスさんが繋いでくださってニユバ

ーサルさんとか、ワーナーさんというところが協力して下

さることになり、映画のコンテンツをお借りできるようにな

りました。 

映画を被災地に届ける事は、エンターテイメントな支

援なので受け入れてもらえるか不安もありましたが、現

地の方の表情は私達の準備は無駄では無かったと感じ

る事が出来ました。 

 そこで、「にじいろシネマプロジェクト」というものが生ま

れました。「にじいろシネマプロジェクト」の名前の由来は、

“こころに届く光”になってくれることを願って-、映画を届

けに被災地へ来て３日目の早朝、ちいさな宿泊所の窓

から大きな虹が見えました。とても綺麗な虹に感銘を受

けた私達はしばらくの間、虹をみつめました。 

「今日はいい一日になるぞ。」と勇気がわいて、今日が

さらに楽しみになりました。避難所へ向かっている道中も

なぜか、道の先に広がる空に、虹がずっとかかっていま

した。東京へ戻った後、この映画上映プロジェクトに名前

をつける事になり、「にじいろシネマ」という名前が自然と

浮かんでいました。わたし達が届ける映画が、雨が降っ

たあとの虹のような“こころに届く光”になってくれること

を願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おととしは、プロサッカー選手の藤田俊哉さんに直接交

渉して被災地の子供たちと一緒に映画を見て、サッカー

を楽しむイベントを開催しました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これから、我々の移動映画館というものはどこを目指

そうかということになっていますが、被災地というものは

そのうちなくなる所です。場所を被災地に限らず、都内近

郊の障がい者施設や児童養護施設や老人ホームなど活

動の幅を広げて行きたいと思っております。 

しかしながら、コンテンツは簡単には貸してくれないので、

すごく困難な話になっています。 

我々がなんでこんなことをやっているかといいますと、

暮らしを楽しんでもらうこと、家族・夫婦や仲間が集い、

会話が生まれれば、明るい未来の日本を作れると本気

で思っています。 

便利な部分は今の時代なので便利に使っていただい

て、昔ながらの良いところを取り戻すために、家族や仲

間が一緒に居られるリビングを目指して、ホームシアタ

ーを一般的なものとしてもっと身近にしていきたいと考え

ています。家はすべてのプロが関わることで一つの住ま

いと暮らしが出来上がるという話をさせて頂いておりま

す。 

昨今では、工務店の支援ネットワークを持つようなとこ

ろからも講演の依頼をいただいて、お話をさせて頂いて

おります。 

ホームシアターというのは、映画館の感動やコンサー

ト会場やスタジアムの興奮というものが自宅で楽しめる

ようになるのが、ホームシアターになります。これからい

ろんな場でホームシアターを活用できる場が生まれてい

ると思ってください。 

我々の本格的な移動映画館も、何故本格的なのかと

いうと、現在は、ＤＶＤやブルーレイの出現によって映画

館と同じサウンド、同じ映像で自宅で楽しめるようになり

ました。我々の浅草のショールームは、劇場公開前の映

画の試写会を行わせて頂いている会場です。映画館と

同じサウンドを実現させるのが我々の仕事で、映像が進

化してきたのは認識があると思いますが、音も進化して

いて、立体的な音を作ることができます。それぞれのス

ピーカーが違う音を出すシステムにより、迫力ある音に

かわります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



今後もお客様とともに楽しい部屋作りと、楽しい商品作り

に取り組んでいきますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 本日は、有り難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［出席報告］ 

 

 

 

 

 

［スマイルボックス報告］ 

●印田博秀会員 

 並木勇一様、本日は卓話有り難うございました。 

●井上  亮会員 

 越谷北ロータリー並木様、卓話有り難うございました。 

●昆 裕司会員 

 本日は並木様、有り難うございます。私も大橋先生の

様にお金持ちになったらオーディオお願いします。 

●張ヶ代宜広会員 

 誕生月のお祝い、有り難うございました。 

 

 

 

 

 

 

［閉会点鐘］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会の出席は、ロータリアンに課せられた最
低の責任です。欠席の連絡は、必ずお願い
致します。

クラブ事務所　℡&Fax　　　0480-44-0056

広報委員会

金子　卓司　　大塚　　忠　　

本日の合計 ¥6,000
本年の合計 ¥340,000

会員数 出席者数 MU 出席者数計 ％

本日 27 14 3 17 62.96%
前回修正 27 13 2 15 55.56%

前々回修正 27 12 8 20 74.07%


